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令和 4（2022）年 2月市長臨時記者会見の概要と質疑応答 

  
 

令和 4（2022）年 2月 14 日（月曜日） 

  午後 1時 30 分～2時 33 分 

 
 柏崎市役所多目的室 

 

1 発表事項 

 

令和 4（2022）年度当初予算案 

                                                      （主管：財政管理課） 

スクリーンと資料、昨年から運用開始したデジタル予算書を使いながら説明します。 

まず、令和 4（2022）年度当初予算案の概要です。令和 4（2022）年度は第五次総合計画後

期基本計画がスタートする年です。「子どもを取り巻く環境の充実」と「大変革期を乗り越

える産業イノベーションの推進」の 2つの重点戦略を、今回の予算編成における大きな柱と

しました。もちろん、新型コロナウイルス感染症に対応する予算も計上しています。今回、

市職員には、柏崎が置かれている状況に危機感を持ちながら予算要求してもらいたいと話し

ました。 

危機感を具体的に申し上げると二つあります。一つは人口減少です。柏崎市の人口が最も

多かったのは昭和 22（1947）年で、12 万 3,000 人でした。そこから徐々に減ってきて、昭和

50（1975）年には 9万 3,000 人に減りました。約 30年間でちょうど 3万人減ったということ

になります。そこからは一転して人口が増加し、平成 7（1995）年に再び 10万人を超えまし

た。それからは減っていき、ここ 4、5年は年 1,000 人ずつ減って現在は 8万人台です。この

2月、3月で、7万人台になると推測されます。この急速な人口減少に、市職員のみならず市

民の皆さまにも危機感を共有していただきたいと考えています。 

もう一つの危機感は、産業構造の激しい変遷です。柏崎の基幹産業である製造業、特に自

動車の部品製造業が柏崎の製造業の中心を数十年間なしてきましたが、自動車の EV シフトが

世界的に、また日本の中でも急激になっています。内燃機関の部品の製造を行ってきた柏崎

市の製造業としては、EV へのシフトという問題は非常に大きな課題であり、危機感を持って

臨まなければいけません。 

このように、今回は第五次総合計画後期基本計画のスタートの年度であり、コロナの影響、

人口減少と産業構造の変換への対応、子どもたちの環境、製造業大変革期のイノベーション

を支えていくため、かなり絞り込んだメリハリの付けた予算編成としました。 
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予算規模についてお話しします。一般会計は 481 億円で、前年度当初予算比で 6億円増、

1.3 パーセント増です。一般会計、特別会計、公営企業会計の合計は 825 億 5,854 万 9千円

で、前年度比は同じく 1.3 パーセント増です。 

中心となる一般会計について説明します。借換債を除く実質的な予算額は 479 億 2,687 万

円です。前年度当初比で 2.1 パーセント増です。 

投資的経費の状況は、23.3 パーセント増で 90億 9,000 万円、うちゼロ市債分が 4億 6,160

万円で、前年度比 134.2 パーセント増です。 

財政調整基金の取り崩しは 19 億 8,000 万円です。昨年は 31億 5,000 万円でしたので、前

年度比で 11 億 7,000 万円減、37.1 パーセント減です。 

市債の発行は 40億 2,000 万円で、前年度当初比で 6億 6,000 万円減、14.1 パーセント減

です。ゼロ市債に関しては、ゼロ市債を増やすことによって、いわゆる公共事業の早期発注

と平準化を図ります。 

歳入は、市税全体で前年度当初比 3億 7,000 万円、2.6 パーセント増の 147 億 3,000 万円

です。具体的には、個人市民税が 5.6 パーセント増、法人市民税が 23.7 パーセント増です。

市民税全体では前年度当初比 3億 1,000 万円、7.8 パーセント増と見込んでいます。コロナ

の影響で税収の伸び悩みを心配していましたが、柏崎市の場合で申し上げると、製造業を中

心に堅調な経済活動が行われ、税収もしっかりとしたものでした。 

固定資産税などは土地の下落傾向が続いていますので、それぞれ減を見込んでいます。 

柏崎市独自の税金である使用済核燃料税は、前年度当初と同額を見込みました。前年度当

初額は 7億 4,000 万円ほどでした。3年前に比べると 1億 7,000 万円増です。 

地方交付税は、地方交付税交付金の原資となる国税の伸びも堅調で、前年度当初比 18 億

6,000 万円、40.9 パーセント増の 64億 1,000 万円を普通交付税として計上しました。 

特別交付税は、前年度と同額の 6億 5,000 万円を見込みました。 

臨時財政対策債は、交付税が上がる代わりに減ります。 

原発関連交付金は、総額で前年度当初比 256 万 5千円減の 31億 3,000 万円としました。電

源立地地域対策交付金（国直接分）は、令和 2（2020）年度からみなし設備利用率の最下限

の 68 パーセントで算定しています。これは再三、国に対しても申し入れをしていますが、81

パーセントからだんだん減ってきました。県間接分は、前年度と同額の 3億 8,000 万円を計

上しました。 

繰入金は、財政調整基金の 19 億 8,000 万円などを見込んでいます。 



 

- 3 - 

ふるさと応縁基金繰入金は、前年度当初比2,000万円増の3億1,000万円を計上しました。

皆さんには、ふるさと応縁基金の使途、充当事業の一覧表の資料を配布しました。ふるさと

納税をしていただく寄付者の気持ちに応える意味で、明確に使途を提示させていただくこと

としました。 

市債は前年度当初比 6億 6,000 万円減の 40億 2,000 万円を計上しました。東中学校、槇原

小学校大規模改修、学校施設などの整備事業債に 12 億 5,000 万円、一般補助施設整備等事業

債に 7億 6,000 万円計上しました。借換債の 1億 7,000 万円を除いた実質的な市債額は 38

億 4,000 万円で、前年度当初比 7.1 パーセント減です。 

次に歳出です。まず、重点施策から説明し、重点施策以外は後で説明します。 

重点戦略 1の「子どもを取り巻く環境の充実」では、新規事業として産後ケア事業を行い

ます。金額はそれほど多くありませんが、出産後の非常に不安定な時期に、お母さん自身の

こと、お子さんの育児に関係することも含めて、委託の医療機関で宿泊型の心身ケア、育児

サポートの支援をします。 

もう一つの新規事業は学力向上推進プロジェクトです。当然、学校は学力を伸ばすだけで

はなく、人間関係を築いたり、芸術活動やスポーツ、体も心も鍛えたりするところもありま

す。しかし、応用力や考える力において全国平均、県平均から少し劣っていたという結果が

出ましたので、3年間で全国平均、県平均を 3から 5ポイント以上上回るという目標設定を

させていただきました。先生方や保護者と共に、子どもたちの主体的な多様な学びを促して

いきたいと考えています。 

続いて拡充事業です。子どもの医療費助成事業は従来、高校卒業までは入院だけでしたが、

令和 4（2022）年度から通院も含めて高校卒業時まで医療費を助成します。事業費は 2億 477

万 8千円です。すでに高校卒業時まで入院も通院も補助している自治体も他にありました。

柏崎市も少し遅れを取りましたが、今回、高校卒業時まで入院・通院共に医療費の助成をし

て、子育てを支援していきたいと考えています。 

続いて病児保育です。病児保育は、お子さんが風邪をひいて熱が出た時などで、家族がど

うしても仕事が休めない場合に、お子さんを病院で預かるという事業です。従来は新潟病院

だけでしたが、今回、柏崎総合医療センターが加わりました。 

次に、特別支援学級介助事業と指導補助事業です。今、小学校でも中学校でも特別支援を

必要とするお子さんが多くなってきました。加えて、センシティブなお子さんも多くなって

きていて、この介助員や指導補助員の存在が先生方にとっても非常にありがたい存在です。
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落ち着いて、ゆとりを持って指導するために何が必要か現場の先生方に聞いたところ、マン

パワー、つまりこの介助員や指導補助員が一番ありがたいというお話がありました。ここ数

年でかなり人数を増やしてきましたが、令和 4年度も介助員、指導補助員を 2人増やし、そ

れぞれ 37人体制、45 人体制で臨もうと考えています。この指導補助員や介助員の体制は、

人数から見て県内でもトップクラスの充実度だろうと自負しています。 

続いて重点戦略 2「大変革期を乗り越える産業イノベーションの推進」の製造業戦略的イ

ノベーション推進基金積立金の 2億 2,200 万円です。先ほど申し上げたように、柏崎の基幹

産業は製造業ですが、脱炭素社会、カーボンニュートラルの動きが加速化し、EV シフトの流

れも非常に早くなっています。2億 2,200 万円の基金を積み、自動車、環境エネルギー産業

などの新分野展開支援補助金を創設することに加えて、このような基金運用を図ります。こ

の基金は、利息部分だけの事業費ということではなく、取り崩しながら産業構造の変換に挑

戦する製造業の方々を支援するというものです。 

事業構造強化促進事業は 1億 5,400 万円と書かれていますが、その中で、柏崎における製

造業、その製造業の中における自動車産業、またそれを環境エネルギー産業と見立てるなら

ば、この分野は柏崎にとって非常に大切です。そういった中で、デジタル予算書にある通り、

この 7,500 万円を使うことにより新たな産業分野、事業分野に展開しようという事業者を支

援するものです。EVシフトなどを含めた次世代自動車、環境エネルギー産業の上限は 1,500

万円、それ以外は 1,000 万円というかなり思い切った補助金を創設します。この事業構造強

化という名前では今年度からになりますが、事業構造強化促進事業は、令和 3年度は約 5,000

万円ですので、それを 3倍にして製造業、ものづくりの方々を支えます。さらに 2億 2,000

万円の基金で 1年ではなく 2年、3年を見据えて柏崎の製造業の事業変換、構造変換を支え

ていくという予算です。 

次に再生可能エネルギー、地域エネルギー会社関係です。今年度と令和 4年度で、地域エ

ネルギー会社と連携して、まずは市公共施設に再生可能エネルギーを供給して地域エネルギ

ー会社の安定的なスモールスタートを果たすため、市有地に太陽光発電設備などを設置する

ことから始めます。 

地域内に原子力発電所の電力、再生可能エネルギーの電力、つまりカーボンニュートラル

の脱炭素電源を供給するということの他に、北海道から連なる日本海側の洋上風力発電によ

る脱炭素エネルギー、電力を柏崎に集め、柏崎で陸揚げ、安定化し、送電線で首都圏に送る
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という国が考えるこの壮大な事業の一角をこの地域エネルギー会社が担いたいと考えていま

す。 

地域エネルギービジョンのイメージ図では、現在、柏崎 2.5、再生可能エネルギーと原子

力のまちです。ここから脱炭素のまちである柏崎 3.0 を目指します。そこで、陸上風力発電

の可能性を探る簡易な風況調査も行いたいと考えています。柏崎市が有している土地の中で

洋上は無理ですが、陸上の風力発電を含めた調査をしたいというところです。併せて国から

の新しい補助金、支援も含めて、折衝を重ねています。以上が重点戦略のところです。 

次に、民生費の重層的支援体制移行準備事業です。これは、高齢者、障がい者、子どもな

ど、分野別の支援体制で対処できない課題に対応するための包括的な相談支援体制を作る準

備事業です。 

また、柏崎には、いわゆる看護師を養成する学校である国立病院機構新潟病院附属看護学

校があります。看護学校は県内にもたくさんありますが、新潟病院附属看護学校の学費が少

し高いということです。柏崎市として、この看護学校を卒業していただき、柏崎市に就職し

ていただきたいということで、看護師の確保を図るために入学祝い金を交付するというもの

です。これにより、入学時の学費は他の看護学校と同等、もしくはそれよりも安くなります。 

併せて、介護人材の育成も引き続き図るため、事業峻別によって得られた財源を基にして、

夜間にお勤めしていただく介護人材に対する支援もします。 

次に、ごみ処理施設です。現在使われているごみ焼却場施設は約 30 年が経ちました。そろ

そろ改築を考えなければいけません。令和 11（2029）年に稼働予定ですが、今から準備をし

ておかなければいけないという部分の予算です。 

続いて農林水産業です。県の方向性も含めてですが、タマネギ、枝豆などの園芸振興の支

援をします。柏崎のコシヒカリである米山プリンセスも、変わらずブランド化を推進してい

きます。予算も拡充しました。 

農業収入保険に関しては、柏崎市が県内でおそらく初めてだと思います。災害が多くなっ

た中でさまざまなリスクがありますが、災害時にいかに収益を確保するかということで、農

業収入保険の保険掛け金の一部を補助します。これは、青色申告者を増やすことで、農業者

に経営感覚を持っていただきたいという副次的な効果も期待するところです。 

次に、森林経営管理事業です。森林環境譲与税をベースにしながら人材育成や新規雇用を

図ってきたところですが、令和元（2019）年度からこの補助金を使って森林組合に新規 6名
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の新規採用がありました。他の森林組合を見ても非常に稀有なことだと思います。今後も大

切な森林資源を守るための人材育成にお金を使わせていただきたいと考えています。 

ヒゲソリダイの養殖は今後とも支援を重ねていきます。試食会のみならず、海洋生物環境

研究所の皆さんをお手伝させていただき、ヒゲソリダイの安定供給を目指して進みたいと考

えています。 

商工費に移ります。製造業は割愛します。ぎおん柏崎まつりとえんま市は、2年お休みし

たので 3年分の思いを込めて華やかなものにしたいと考えています。ふるさと納税の市長に

おまかせの部分を、ぎおん柏崎まつりとえんま市に 1,000 万円ずつ振り分けることにしまし

た。 

土木費に関しては、非常に好評な住まい快適リフォーム事業を拡充します。 

道路改良に関しては、市民の皆さまからいろいろな要望がありますが、デジタル予算書の

中で地図情報を出して、今年はどこの道路を新設、改良するのか分かるようにしています。 

続いて消防費です。主なところは、消防団員の報酬が格段に上がります。当初、現在 2万

2千円ほどのものを 3万円に上げる予定でしたが、国から非常に強い要請があり、消防団の

一般団員の年額報酬を 3万 6,500 円にします。 

同じく消防費の原子力災害時避難円滑化モデル実証事業です。デジタル予算書の画像は、2

月 7日に撮影した柏崎でも雪が深い高柳町石黒に設置したカメラの画像です。市道、県道、

国道が交差するところを示しています。ここは避難経路ですが、この路面がどのような状態

になっているのかを 24 時間監視、確認できるようになっています。これが事業の一部です。 

教育費は先ほど申し上げたので、ここで特別申し上げることはありません。 

最後に、旧鯨波公園用地です。デジタル予算書の画像の、右下から左上に上がっているオ

レンジのラインが国道 8号線バイパスです。上のほうは鯨波地内です。城東部分から鯨波地

内まで、遅くとも今年の秋には 8号線バイパスの供用が開始できることになります。その西

側の、柏崎市の土地開発公社が持っている土地を買い戻す予算が、今回 4億 7,000 万円です。

令和 3年度に買い戻した部分と合わせて、全体面積が 5万 8,000 平方メートルとなります。8

号線バイパスの、現道 8号線への結節点ですので、ロケーションは非常に良いところです。

地盤もしっかりしています。フロンティアパークは全て分譲済み、契約済みとなっています

ので、次の工業用地も視野に入れて使途を考えていきたいと思っています。 
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2 質疑応答 

 

◎新型コロナウイルス感染症生活支援事業に関する質問 

 

記者：資料の主な事業の 4ページの No.32 で、新型コロナウイルス感染症生活支援事業に 506

万円が計上されている。この事業の概要は、陽性およびその家族で濃厚接触者となった自宅

療養者に 1週間分の食料品を自宅に届けるものだと記載されている。この支援事業は、陽性

者本人に 10 万円、その家族で濃厚接触者になった方に 5 万円、高齢者および中学生以下に

は 5万円加算するという、現金を支給する事業だったと思うが、生活必需品を支給する事業

にシフトしたのか。 

 

市長：そうです。おととし、学校でクラスターが発生したことから、生活支援で現金を支給

することにしました。前にも申し上げましたが、批判はありました。コロナになってお金が

もらえるなら、コロナになったほうがいいという乱暴なお話をされる方もいらっしゃいまし

た。しかし、私は一貫してコロナになったことはお気の毒なのであって、決してその方に罪

はない、一番困っているのはコロナに罹った方、またそのご家族だということで、一番使い

やすい現金を支給するという事業を進めてきました。 

しかし、それからワクチン接種も進み、国の施策も整ってきました。また、国からの現金

給付なども重ねていろいろな立場の方々に行われてきていることから、自治体の現金給付は

今年度いっぱいとして、県や他の自治体がやっているのと同じように、支援方法を変えまし

た。 

 

記者：この事業に関して、今年度は追加補正が重なり 1億円を超す規模になったと思う。財

源は国の交付金などで市の財政が痛む話ではないかもしれないが、税金の使い方として現金

給付が好ましいかどうかいろいろ議論の余地があると考える。改めて振り返って、この現金

給付は施策として妥当なものだったと判断しているか。 

 

市長：何度も申し上げているように、100 パーセント正しい施策や 100 パーセント間違って

いる施策はありません。いろいろな評価があると思います。国からコロナ関係で十数億のお

金が入ってきていますので、その約 1割が感染者に使われるかたちになっています。一番困
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った方、お気の毒な方は感染された方であり、そのご家族の方であるという視点から現金給

付をさせていただいたところです。それを継続するか否かは、状況が変わっていますので方

法を変えさせていただきますが、あの時点での選択は、私は間違っていなかったと考えてい

ます。もちろん、ご批判は甘んじて受けます。 

 

◎一般会計全体に関する質問 

 

記者：かなり絞り込んだ予算になったが、市長はどのような評価をしているか。 

 

市長：今のコロナの支援金を含めて、いろいろ評価が分かれるかもしれません。しかし、市

職員にも話しましたが、今柏崎が置かれている状況に危機感を持ってもらいたいと思ってい

ますので、目の前の危機、すぐ先の危機に対応するには、重点化した予算が必要であると考

えています。 

 

記者：この予算をもって未来を切り開いていくような予算になったと考えているか。 

 

市長：未来まで申し上げるつもりはありませんが、物事の動きは非常に早いです。第五次総

合計画の後期基本計画を 5年から 4年に縮めたということも含めて、好む好まざるにかかわ

らず、スピード感を持って施策展開しなければ意味がないものになってしまうと考えていま

す。第五次総合計画後期基本計画の 4年間を見据えた予算とさせていただきました。 

 

◎製造業戦略的イノベーション推進基金に関する質問 

 

記者：製造業戦略的イノベーション推進基金積立金に 2.2 億円計上しているが、この基金全

体として目指している金額はあるのか。 

 

市長：ありません。この 2 億 2,000 万円を、現年度の 1 億 5,000 万円も含めて、この 2、3

年で使い切り、支援し尽くして、製造業の方々に新たな道筋を見つけていただきたいと思っ

ています。 
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◎予算編成、事業峻別、市長の自己評価に関する質問 

 

記者：12 月の予算編成の段階で、22 億円ほどの財源不足が見込まれると伺ったが、どのよ

うに絞ったのか。 

また、昨年は自己評価で 90 点を付けていたが、今年はどれくらいの評価か伺いたい。 

 

市長：後段から申し上げると、昨年に比べて危機感の裏返しでかなりメリハリを付けました

ので、ご批判も多いだろうと思います。80 点にしましょう。昨年から 10 点落ちた部分はメ

リハリを付けた部分で、それは違うのではないかというご批判もあるかもしれませんので、

10 点マイナスの 80 点とします。しかし、作ったほうとしては、もちろんいつものことなが

ら 100 点満点の心づもりで出しています。 

質問の前段、絞り込んだところは、財調で 19 億 8,000 万調整させていただいた部分があり

ますが、基本的には本当に今必要なのか、令和 4年度で行わなければいけない事業なのかと

いう観点で事業を削りました。裏を返せば、令和 5 年度、6 年度でもできる事業は削り、財

調も別にして 2、3億落としたかたちです。 

 

記者：今までも事業峻別の観点でされてきたが、2022 年度の予算についてはどうか。 

 

市長：もちろん、常に事業峻別の観点は持ち続けていますし、私が言わずとも職員がそのよ

うな視点で予算要求しているのがよく分かる予算となりました。おととしの予算要望に比べ

て、過剰な予算要望は減ってきたと思います。今必要な事業なのか、本当に公が行う事業な

のかという事業峻別の観点が職員にも染み付いてきたと理解して喜んでいるところです。 

 

◎重点戦略と綾子舞の無形文化遺産提案候補に関する質問 

 

記者：重点戦略 2 の EV シフトの関連でかなり思い切った予算化をされたと見ているが、実

際に業界団体や事業者などにどのように聞き取りしたり、意見を聞いたり、擦り合わせした

りして事業の制度設計がなされたのか。その過程のご苦労なども伺いたい。 

綾子舞が、おそらく 11 月か 12 月に正式にユネスコの無形文化遺産登録される見通しだが、

関連事業や記念事業のようなものは当初予算には載っていないのか確認したい。 
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市長：1 点目に関しては、柏崎商工会議所の西川会頭をはじめ、正副会頭とも意見交換を重

ねてきています。また、新年の挨拶回りで都内の柏崎関連企業を回ったときにもお話しして、

今回は製造業を中心に思い切った予算措置をさせていただくということで、経済界の代表的

な方々、団体であるところの柏崎商工会議所の正副会頭の皆さんも、この危機感を共有して

います。さらに申し上げると、リケンとも意識を共有し、柏崎にとってリケンやその協力企

業も非常に大切な存在だと申し上げて、ぜひ皆さんの産業構造の変換のお手伝いもさせてい

ただきたいと申し上げてきました。コロナまん延防止が出ていなければ、明日にでも出張に

行って、改めてこういう予算計上をするということをお伝えしたいと思っていたところです。 

綾子舞に関しては、私共としては当然、国の重要無形民俗文化財指定第 1号であることの

誇りを持っていますし、ユネスコの登録に関しても、その時がきたら補正予算を組んで、応

援させていただきたいと思っています。しかし、最初から決まり事のようにして騒ぐのは私

のスタイルはありませんので、決まったならばその時に大騒ぎしたいと思います。 

 

◎再生可能エネルギー発電設備に関する質問 

 

記者：市の未利用地を考えているとのことだが、具体的に場所は決まっているのか。2022

年度でどこまで進むかなどの見通しも含めて伺いたい。 

 

市長：2 カ所すでに予定地を考えていますが、具体的な場所に関しては議会の審議のときに

説明させていただきたいと思います。事業の進捗は、令和 4年度中に建設工事を終わらせて

いただくことができるのではないかと考えています。 

 

記者：出力はどれくらいの規模になりそうか。 

 

市長：1,000 キロワットの単位です。 

 

記者：それは 2カ所合わせてか。 

 

市長：合わせて 1,000 キロワットではなく、1,000 キロワットの単位で 2 カ所になろうかと
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思います。 

 

◎陸上風力発電に関する質問 

 

記者：陸上風力発電についての調査を行うという話があったが、すでに柏崎近辺では民間事

業者が風力発電の調査を始めているところがある。市がやるのは、地域エネルギー会社とし

て風力発電を行うための調査なのか、それともその調査結果を他の事業者に提供するような

考え方なのか。事業主体はどちらなのか。 

 

市長：事業主体は柏崎市もしくは地域エネルギー会社になろうかと思っています。 


